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1. はじめに 
日本では『木簡』と呼ばれる墨を用いて木片

に文字情報を記した歴史的文書が奈良時代に広

く使われていた．これまでに国内各地の遺跡か

ら出土した木簡の総数は約 32 万点に上り，その

うち 17 万点以上が奈良の奈良平城京跡から出土

したものである． 

しかし，出土した木簡の多くには割れや掠

れ・にじみなどの破損・汚損が見られ，文字情

報を完全に留めたものは珍しい．このため，木

簡の解読は専門家にとっても困難であり，これ

までに解読が行われた木簡は数万点にとどまる． 

我々は，コンピュータによる文字認識，画像

処理，検索などを用いた木簡解読支援システム

（以下，本システム）を提案，実装した．しか

し，これらの機能を専門家が有効に活用するた

めには，専門家に使いやすいユーザインタフェ

ースを提供する必要がある．特に，直感的な操

作性を犠牲にすることなく，操作に必要な手間

を減らすことが重要であると考える．また，解

読の最中に複数の仮定が並立する場合，ユーザ

がこれらの仮定を比較検証するための仕組みが

必要である． 

本報告では，上記の点を踏まえた本システム

の改良について述べる． 

 

2. 木簡解読支援システム 
本システムは文字認識，画像処理，地名検索

の 3 つの機能，およびこれらをユーザに提供す

る GUI から構成されている．また，GUI には機能

ごとにウィンドウを持つマルチウィンドウイン

タフェース方式を採用している．（図 1） 

本システム上において，ユーザは木簡画像から

任意に選択した領域に対して画像処理・文字認識

処理を行うことができる，また，地名検索機能を

利用して解読結果を検証することが可能である． 

 

 

 

 

 

 
図 1：本システム実行画面 

 

 
図 2：システムの構成 

 

これらの機能を 1 つのアプリケーションとし

て提供することで，市販のアプリケーションを

組み合わせて解読するよりも円滑に解読作業を

進めることが出来る．（図 2） 

 

3. 木簡解読支援システムの改良 
本システムは解読が円滑になるよう支援する

という点から見て有効との意見を頂いた．しか

し，本システムに対してこれまでユーザから得

られた指摘・評価からは更なる支援の方法があ

ると考えられる．具体的な改善案を以下に示す． 

 

（1）タイリングパネルウィンドウ方式への転向 

 本システムではウィンドウが 7 つあり，各ウィ

ンドウ同士が互いに重複するために十分な表示領

域を得られない．各ウィンドウ間の優先順位が確

定している場合はポップアップ形式を取ることも

可能だが，解読作業においてユーザが必要とする

情報には優劣をつけられない．よって，ユーザが
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各ウィンドウの管理を容易に行えるタイリングパ

ネルウィンドウ形式が良いと考えられる（図 3）． 

（2）抽出画像リストの座標に対応した表示形式 

 抽出画像のリストは抽出した順に時系列でリス

ト表示されていく．これではリストを見ただけで

は木簡の全体的な文章構造を理解することは難し

い．（図 4） 

よって，抽出画像リストは座標に即して表示す

る形式を取るほうが良いと考えられる．（図 5） 

 

（3）ユーザの試行錯誤の推移の保持 

 文字の読み取りが難しい木簡の解読作業におい

て，ユーザは木簡上の文章に様々な仮定を立てる

場合がある（以降「仮定の推移」とする）．この

とき，各仮定を仮定パネルとして保持し，閲覧可

能な状態に置くことで解読作業において自身の推

理の過程を把握でき，解読作業は更に円滑に進む

と考えられる．（図 5） 

 

（4）仮定の推移の発生の自動判定 

 現在，新しい木簡解読支援システム（以下，

新システム）における仮定の推移の発生判定は

ユーザ自身による手動判定と，システムの自動

判定の 2 通りある．ここで，仮定の推移の発生

に一定の法則を見出し，仮定パネルの生成を全

てシステムが自動的に行えれば解読作業の大き

な支援になると考えられる． 

 今回，新システムでは新規に抽出した領域と

既存の領域の重複した面積を自動判定のパラメ

ータとする．重複した面積が既存の抽出領域の

面積と比較して「一定の割合」を超えた場合に

仮定の推移が発生したとみなす．(図 6) 

 

上記の改良案をもとに我々は新システムを構

築した． 

 

4. おわりに 
 本稿では，木簡解読支援のための情報処理シ

ステムの改善について述べた．今後の課題は評

価実験によって重複面積を自動判定する有効な

しきい値の推定，及び地名検索の結果を活用し

た文字認識手法の実現などが挙げられる． 
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図 3：新システムの GUI 

 

  
 

 
図 6：｢智｣から｢知，白｣への仮定の推移 
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